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毎月1回各家庭に配布　　ｌ　人首二王5「餉与5

町の人　口
（41．4月末現在）

人　口．31，520
男　15，675
女　15，845

世帯数　7，215
前月との比較

－

羞腐昼壷ク

離　職　者

就職相談室を，関学
町では、5月9日より日炭関係の離職者と、町内に属

し、現在失業中の人にたいして、就職あっせんと指導を
門におこなう窓口を設けました。恕口相秋室は、役場脇

粥の室です。おきがるに利用されるようお知らせします
時間は年前8鳴30分より正午迄です。
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折
謹
基
本
事
骨
に
重
点

＼
　
　
財
源
六
割
が
国
庫
依
存

源
を
求
め
る
以
外
に
こ
の
急
場
を
し
の
防
暑
と
新
し
く
建
設
さ
れ
た
町
立
第
二
⑨
商
工
経
営
改
善
指
導
費
　
四
〇
万
円

ぐ
方
法
侶
あ
り
ま
せ
ん
。
国
へ
の
依
存
保
育
園
職
員
の
採
用
の
た
め
で
二
般
⑦
商
工
振
興
費
　
　
　
四
〇
万
円

昭
和
四
十
一
年
度
水
巻
町
予
算
は
三
月

二
十
八
日
、
昭
和
四
十
一
年
第
二
回
定
例

賄
会
に
お
い
て
絨
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

ｌ
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
四
億
一
千

七
十
七
万
九
千
円
と
な
り
、
日
康
の
閉
山

な
ど
に
よ
る
町
税
の
大
巾
な
減
少
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
潮
年
度
予
算
額
二
億
七
千
五

百
九
十
万
三
千
円
を
大
き
く
上
根
り
ま
し

た
。こ

し
れ
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
の
た

め
の
投
資
的
経
費
、
自
壊
離
職
者
に
開
通

し
て
の
労
働
軒
、
学
校
施
設
費
、
災
害
復

旧
費
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入

面
で
は
町
税
の
減
少
と
反
対
に
園
か
ら
の

交
付
金
、
補
助
金
、
町
債
の
増
加
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

⑪
不
急
の
経
費
は
極
力
削
減
し
・
新
規
⑧
甥
郡
四
力
町
共
立
伝
染
病
院
建
設

度
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
が
当
面
や
む
を

得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て

①
自
主
財
源
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の

補
祉
を
増
適
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
「

プ
ラ
ン
実
施
計
画
盤
喪
を
優
先
さ
せ

予
算
の
重
点
配
分
に
努
め
る
。

職
員
の
定
員
増
は
押
え
て
あ
り
、
増
加

し
て
い
る
事
務
敦
は
、
事
務
改
尊
な
ど

で
能
率
を
上
げ
、
消
化
す
る
よ
う
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
施
策
費
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑦
石
炭
問
題
特
別
措
置
費
二
四
〇
万
円

⑧
庚
鉱
離
職
者
緊
急
胱
労
対
策
費

（
頃
末
⊥
一
線
改
艮
工
事
）

二
、
六
五
〇
万
円

⑩
道
路
改
良
エ
♯
費

⑧
橋
梁
改
艮
工
事
費

⑯
河
川
改
修
費

九
三
〇
万
円

一
二
〇
万
円

三
〇
〇
万
円

絹
瑠
憫
予
算
を
重
点
配
分

本
年
度
予
算
案
を
議
会
に
繰
出
す
る

に
あ
た
り
、
西
尾
町
長
は
町
財
政
の
現

状
と
予
算
案
作
成
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
、
概
要
つ
ぎ
の
よ
う
な
税
明
を
し
ま

し
た
。町

　
長

現
在
の
地
方
財
政
は
、
水
巻
町
の
み

で
な
く
全
国
的
に
扉
化
し
て
お
り
、
国

へ
の
依
存
度
を
ま
す
ま
す
強
め
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
国
の
財
政
計
画
も
歳
入

面
で
は
地
方
税
、
地
方
交
付
税
の
伸
び

悩
み
を
見
越
し
、
こ
れ
を
国
庫
支
出
金

の
増
額
と
地
方
債
の
増
発
で
カ
バ
ー
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
水
巻
町
で

は
こ
れ
ら
一
般
的
な
事
情
の
他
に
口
炭

ｌ
の
締
少
、
腐
臭
所
の
若
松
区
へ
の
転
出

と
吏
っ
事
態
の
た
め
、
税
収
は
昨
年
右

下
姻
る
見
込
み
で
あ
り
、
自
主
財
源
の

落
ち
込
み
を
防
ぎ
得
ま
せ
ん
。

も
と
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
を
計
り

な
が
ら
公
共
施
設
の
充
実
を
計
り
、
住

民
の
た
め
の
福
祉
行
政
を
進
め
、
行
政

磐
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
私
の
努
め

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
情
勢
の
坤
で

私
は
、
日
炭
閉
山
の
非
常
事
態
に
と
も

な
っ
て
迫
っ
た
離
職
者
、
商
工
業
者
間

題
に
対
処
し
な
が
ら
、
町
の
新
た
溢
ハ

隆
、
発
展
轟
引
す
る
た
め
の
基
本
方

針
露
立
、
実
施
す
る
こ
と
が
墓
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

四
十
一
年
度
予
算
礪
成
も
こ
の
姿
勢

で
、
次
の
基
本
方
針
に
よ
り
行
な
い
ま

し
た
。∵

般
会
計
歳
入
に
つ
い
て

口
庚
関
係
の
固
定
資
産
税
、
鉱
産

税
、
住
民
税
の
減
収
は
大
き
く
、
こ
れ

ら
自
主
財
源
に
変
る
も
の
と
し
て
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
地
方
債
に
財

事
業
に
つ
い
て
は
特
別
に
重
要
、
緊

急
な
も
の
に
限
る
。

⑨
一
般
的
経
常
費
は
極
力
押
さ
え
る
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

特
別
会
計
轟
泉
の
中
で
国
民
健
康
保

険
翳
奥
、
上
水
道
喜
盤
は
独
立
採
算
制

を
原
則
と
し
て
、
そ
の
事
渠
実
施
に
当

っ
て
は
、
税
ま
た
は
料
金
で
ま
か
な
う

べ
き
純
然
た
る
企
其
会
計
部
門
と
、
あ

る
竺
竺
般
会
計
で
負
埠
う
る
こ
と
も

や
む
を
得
な
い
二
般
行
等
務
に
要

す
る
費
用
と
に
こ
れ
を
細
分
し
、
企
業

経
机
精
猥
纏
詔
釦
蹄

政
を
確
立
す
る
。
　
　
　
聞

費
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

③
し
尿
処
理
場
負
担
金
　
三
五
〇
万
円

④
堀
川
水
利
組
合
分
賦
金
　
九
〇
万
円

③
ゐ
来
所
置
対
箆
費
．
三
〇
万
円

⑱
町
営
住
宅
愛
葺
三
三
四
〇
万
円

⑭
頃
末
小
学
校
防
音
工
事
費

九
、
八
五
〇
万
円

⑯
蘭
中
学
校
鉱
害
復
旧
工
事
費

七
七
〇
万
円

⑱
町
営
住
宅
鉱
寄
復
旧
工
事
費

三
二
〇
万
円

一
般
経
常
費
押
え
・

・
建
設
事
業
費
、
、
労
働
費
増
え
る

こ
の
基
杢
刀
針
に
よ
り
成
立
し
た
本

年
度
予
算
の
性
格
は
、
別
表
2
で
分
る

よ
う
に
、
前
年
度
に
比
べ
普
通
建
投
事

業
二
四
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
災
害

後
旧
事
来
賓
六
三
八
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
、
失
業
対
策
慮
藻
草
二
七
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
率
を
印
し
て
お
り
、
魔

爽
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
の
投

資
的
経
費
と
失
業
対
策
費
に
草
点
を
お

い
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
人
件
費
に
つ

い
て
は
二
・
八
パ
ー
セ
い
ト
の
伸
び

率
を
耶
し
て
い
ま
す
か
頼
こ
れ
他
、
消

別表3　　41年度国民健康保険税予算集計表　Ｃ単位千円）

歳　 入　 区　 分 金　 輯 歳　 出　 区　 分 金　 額

・1 国民健廓 和銅 13，483 1 総　　 務　　 費 3，3 17

2　使 用料及手数料 ． 2 0 ．訂‾疎 険 給 付 費 3 6，0 11

3　国 庫 支 出 金 23，74 2 3　保 健 施 設 費 　「　 疇

4 県　 支　 出 ‾奄‾ 2 4 公　 債　 費 57

5　財　 産　 収　 入 1 5　辞　 支　 出　 金 ‾－ 二軍

6　繰　　 入 ‘ 2，914 6 予 ・ 僻 ． 費 － ‾ 4

7　諸　　 収　　 入 6 3
・8 ・繰　 越‾‾‾ 首 ‾‾‾‾Ｔ1 両

織　 入　 会　 計 40，－325 歳　 出 1合　 計 4 0，325

41年度上水遥事米予算集計表　（単位千円）

歳　 入　 区　 分 金　 額 ．歳　 出　 区　 分 金　 紙

1 使用料及　 数料 16，274 1 総 務 管 理 賓‾ 坦 83
受 甜　 収 ・ 入 436 甘‾商　 水　 費 11，838

3　繰　　 入　　 金 3，9殉 生 遡庖 丞管主垂 萱：

4 ’公　　 債　　 費 ’

． 2 ，021

4　繰　　 越　　 金 100 3 ，亨知

、5　予 ・ 僻　　 費 2才

緑　 入 ．会　 計 20，7呵 歳　 出　 合 ｒ計 20 ，789

ｉ

、

ｉ

農
糠
共
済
事
＊

①
農
作
物
共
済
勘
定

歳
入
歳
出
額
六
十
七
万
八
千
円

空
霊
異
済
勘
定

歳
入
歳
出
額
　
十
三
万
円

が
病
気
に
な
っ
た
と
卓
、
町
が
負
担
す

る
費
用
）
の
見
込
み
額
は
蔓
エ
バ
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、

み
な
さ
ん
か
支
払
う
国
民
黛
瓜
蔭
税

は
一
千
三
百
万
円
穏
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
や
こ
の
鳶
饗
芋
三
百
万
円
と
、
事

給
付
費
の
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
む

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
水
巻
町
で

は
加
入
者
の
税
負
和
鯨
カ
の
問
題
も
あ

り
、
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
見
込
み
額

と
な
ゥ
て
い
ま
す
。

苦
し
い
財
政
の
中
で
、
一
般
会
計
か

嘉
は
、
水
和
掛
金
が
橡
に
よ
り
誉
遵
営
し
て
い
く
た
め
の
い
ろ
い
ろ
ら
の
繰
り
入
れ
を
受
け
ず
に
独
立
で
事

五
円
増
額
（
十
五
円
か
ら
二
十
円
に
）

さ
れ
た
以
外
、
業
態
は
前
年
度
と

変
っ
て
い
ま
せ
ん
。

医
療
費
増
で

苦
し
い
国
保
事
＊

み
な
さ
ん
の
健
康
右
守
り
、
生
活
を

守
る
国
民
健
康
保
険
蜜
臭
は
、
医
療
費

の
改
打
と
受
診
率
の
増
大
に
よ
っ
て
苦

し
い
要
道
常
轟
け
、
毎
年
度
一
般

会
計
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
保
険
給
付
費
（
み
な
さ
ん

田
独
立
壌
軍
へ
喪
カ

な
経
費
四
百
万
円
が
不
足
し
ま
す
。
こ

の
不
足
分
に
国
・
県
か
ら
補
助
を
受
け

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
約
三
百
万
円
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
捕
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。国

民
健
康
保
険
税
は
、
桧
で
は
療
養

董
常
が
で
き
る
よ
う
、
税
の
期
限
内

の
完
納
や
不
要
な
受
診
を
し
な
い
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
強
く
お
願
い

し
ま
す
。

生
活
資
金
融
通
事
紫

七
百
七
十
一
万
五
千
円
の
歳
出
合
計

額
で
、
毎
月
五
十
万
円
を
貸
出
し
で
き

る
貰
内
容
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
＊
会
計
の
改
善

は
か
る
水
遺
事
＊

歳
出
二
千
七
十
九
万
円
の
中
、
八
六

パ
ー
セ
ン
ト
が
給
水
費
・
送
配
水
管
工

事
費
と
な
っ
て
お
り
、
独
立
塵
界
実
現

の
た
め
を
び
し
い
再
来
管
理
存
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
源
水
を
も
た
な
い
水
道
事
．

業
の
弱
点
の
た
め
、
本
年
度
も
約
四
百

万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
、
赤

字
を
欄
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

施
設
の
整
備
に
よ
り
水
の
有
収
率
も

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
お
本

年
度
も
二
百
万
円
の
投
資
右
予
定
し
、

施
設
の
充
実
を
計
り
、
い
っ
そ
う
の
経

営
改
善
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

別
表 　 概　　　 ・‘人 ．概　　　　　　 出

1 区　　 ．分 本仕度予押領 柵　輝　度

＿苦慮との増減9　△ 14，507
．区　　　 分 木年度予算観 前　年　度

」と星週 軋

41
年

1 ．町　　　　 風 ‘85，99 1 職　　 会　　 費 19，795　　 1，84ｇ
旦＿遡皿 但＿軋 一丁花，422 27，242・2 線　 軒 下 71，130 7，785

度 旦＿分担金及負担金 ′　7，011 6，691 3　民　　 生　　 費
4 ‾密－ 嶺－ 費1．

22，204　△　 7．185
‾‾二二＝ 撃か，592

26，756　 ．3，991
8，50．0　△ 1，437

4　使用料及手数 ’ 12，014 894

般 5　回‾庫 支 出 金 109，117 ・83，．713 Ｌ労　 働　 費

会
青十
予
算

旦＿良二藍」致」軋 ｒ「稲酌 ‾云‾‾吉詔 宇苦杯嬰 等
7　財　 産　 収　 入 ．527 361 ‾　「　 溜 「澗

1－ 耳で碗旦＿＿皐＿＿＿雌　 金＿
旦＿腰　 入 ＿」虹

1
－

8 土　 木 ・資‾ 46，7

撫 ．・1，500 1，509 ＿＿．消 ・防　 費 11，631 1，9撃
言十10 繰　　 越　　 金 － 指，400 12，400 ．10 教　 育　　 費 間 5‾間 2

5「「Ｔ謂55表　（ 11 請　　 収　　 入 ＿、二5，拶 ・・・・．りｒ’2，655 11 災 串 復 旧 費 11，5型
・1′単 12 町 ・・‘蹄 00 14，400 12 公　　 債‘・費 ‾‾1 富圃 929
位

一一一一一　†　甘 ．’ －
琶覇⊂亘：：也」 虹 50 △　　 30

頂 ′一．′一一・㌦ノー‾、 14 予　 備　　 費 600丁 ．砺白
歳　 入　 会　 計 410，779 134，．876 鰻　 出、合 ・言十 410，779 134，876

区 ・ 1分 奉年度予算額 万　 分　 貨 耶年度予算
との増減額

13，8㌃ ・

耶年度予算に
比べて但堕準

．1 人　　 件　　 費 ．′130，688 ／’3，18 1 11．ｇ
2 物　 件　 」軋
3　維　　 補 修 費

44，68 ∴．．＿1，088′．．△　　　　 824 △　　 1・．8
14，096 － ‾1 砺「 丁 ‾‾‾「河「 ｌ△　　 訂5

4 ．扶　　 助　　 費 13，991 340 ’ 1，561 12．瑠「

5‾禰 1助　 費　 等 1 19，550 ，476 △　　 6，600 ・．△．　 25．2
6 普通建殺事業費 ．ノ128，746 〆3，134

欝「
∵　　 91，676 247．3

7 災害復ｌ晦 1訂萬ち‾ 9，97「 － ㌣‾瑠頭吾「

・8・失業対葡顔草堂＿ ．26，487 645 7，197 ー－ ‾‾‾許．3．
9　公　　 債　　 費 12，643 ．蘭 「 △　 1，7諒‾‾ △　 ｒ 18．1
ｉｏ積　 立　 金 － ‾「那 ‾． 14 32 ｊ旦
ｆ「　　 資　 金 △　　 、5 ‾云　　「　　 60 †△
主格 璃 上 告 △　　 50，000 △　　 1節 ‾

．7，196 175 △　　 8，388 「訂‾‾53．8
14 ・予　　 備　　 費 600 15 △　　　 400 ‾‾－ 「－砺‾△
織 」出 ・会＋計 ▼前裾爾 10，000 54，917 1盲㌃

別
表
2
′
　
4
1
年
度
予
算
性
質
別
内
訳
（
単
位
千
円
｝

◇川の中に、ゴミやドロなどを捨てないように

◇川の土、砂、堤防のしぼふなどを、許可なくと

ることはできません。

◇川の堤から車をおろすため、‘勝手に堤の土をけ

ずるようなこともしないでください。

◇川原に許可なく農作物をつくったり、ウシ、ヒ

ツジ、ヤギなどを放すこともできません。

五月は河川愛護月間
川をきれいにする‘には、みんなの
協力が必要です。つぎのようなこ
とはみなきんがよくご存知のこと
ですが、公共の河川を守るために
気をつけましょう。
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の
改
修
を

全

川

整

備

は

環
境
衛
生
に
、
農
業
用

水
に
、
水
巻
町
住
民
の
生

活
に
多
く
の
影
響
を
も
つ

掛
川
改
修
事
業
が
、
全
町

民
の
要
尊
に
い
よ
い
よ
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

鉱
害
復
旧
事
菜
と
し
て

県
か
行
な
う
も
の
で
、
昭

和
四
十
年
皮
に
一
千
万
円

の
予
算
で
中
間
市
岩
瀬
橋
か
ら
始
め
ら

れ
た
鹿
央
は
、
現
在
下
二
小
学
校
前
の

上
井
地
橋
ま
で
改
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉱
害
の
た
め
、
水
の
流
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
い
ほ
ど
埋
ま
り
、
川
と
も
い

え
な
い
川
で
あ
っ
た
曲
川
が
、
改
修
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
ゆ
っ
た
り
と
水
を
運

ん
で
い
ま
す
り

四
十
一
年
度
に
は
二
千
万
円
を
か

棚
楠
田

げ
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
二
十
、
川
底
の

巾
十
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
、
上
井
地
橋

か
ら
赤
水
川
と
の
合
流
点
（
国
華
二
号

線
の
と
こ
ろ
）
ま
で
、
二
千
メ
ー
ト
ル

が
改
修
さ
れ
ま
す
。

全
町
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
会
川
の

改
修
は
昭
和
四
十
三
年
度
の
予
定
で
す

が
、
水
巻
町
発
展
に
絶
対
の
必
要
条
件

で
あ
る
こ
の
古
臭
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

も
し
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に

◎
暴
力
な
ど
で
金
品
を
強
要
さ
れ
た
り
、
営
業
を
妨
害
さ
れ
た
り
、
不

接
に
住
居
の
立
退
き
を
せ
ま
ら
れ
た
り
。

◎
公
務
員
な
ど
の
不
当
な
取
扱
い
で
人
権
が
便
さ
れ
た
り
。

◎
軽
率
な
誤
っ
た
報
道
で
借
用
が
便
さ
れ
た
り
。

も
し
あ
な
た
が

◎
財
産
の
分
与
貸
金
の
取
立
、
奮
還
故
な
ど
の
扱
者
膳
償
緒
求
な

人
権
相
談
所
開
設

ど
、
当
事
者
間
で
解
決
が
つ
か
ず
。

◎
裁
判
を
受
け
た
い
が
費
用
が
な
く
、
持
っ
て
い
る
権
利
を
使
え
な
く

て
因
っ
て
い
る
と
き
。
え
ん
り
ょ
な
く
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

「
．
日
　
時
　
五
月
十
八
日
（
水
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

こ
、
場
　
所
　
町
民
会
館

三
、
担
当
者
　
福
岡
県
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

幼い命守ろ　う
一交通事故から－

昭
和
四
十
年
中
に
お

こ
っ
た
十
五
才
以
下
の

こ
ど
も
の
交
通
謡
故

は
、
つ
ぎ
の
別
表
の
と

お
り
で
す
。

こ
ど
も
が
交
通
事
故

に
あ
っ
て
い
る
主
な
原

因
は
、

⑧
樋
断
歩
道
か
鷲
の
に
そ
れ
を
利
用

し
な
か
っ
た

な
ど
で
す
。

日
本
甲
の
ど
こ
か
で
一
日
平
均
二
・

二
人
の
幼
い
命
が
奪
わ
れ
、
九
十
二
人

が
傷
つ
い
て
い
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
、
み
ん
な
が
こ

の
事
実
を
よ
く
理
解
し
て
、
大
切
な
命

①
車
の
直
前
直
後
の
梯
蓋
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
▲

身
体
障
害
者
の

巡
回
相
談

県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
更
正
・
援

護
の
た
め
の
巡
回
相
談
を
、
五
月
二
十

五
日
（
十
時
⊥
ニ
時
）
町
民
会
館
で
行

な
い
ま
す
。
．

身
体
障
害
者
の
福
祉
増
進
の
た
め
、

更
正
医
療
の
給
付
や
補
装
具
の
栂
供
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
相
談
に
応
じ
ま
す
。

葺
の
姦
き
読
　
青
年
卓

水が流れているのも分らないほど埋まっていた曲川が、

川らしくなっていく。　　　　　　（下二小学校前で）

第
』
向
水
巻
町
商
工
会
総
代
会

積
極
的
な
振
興
策
は
か
る

町
商
工
会
長
表
彰
者

．
当
優
良
従
業
眉

水
巻
町
商
工
会
（
会
長
栗
川
正
雄

氏
）
は
、
軍
ハ
回
通
常
総
代
会
を
四
月

二
十
二
日
、
町
民
会
館
で
開
催
し
、
四

十
年
度
事
業
報
告
の
承
輿
四
十
一
年

度
事
業
計
画
の
決
定
、
傑
艮
隻
葺
の

表
彰
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

四
十
年
度
の
商
工
会
は
、
日
炭
の
推

移
に
し
た
か
い
不
安
な
面
が
多
い
情
勢

の
中
で
、
町
の
協
力
先
鼻
緒
し
な
か
ら

国
・
県
の
関
心
を
当
町
商
工
担
興
に
引

き
付
け
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
粗
会
の
役

立
、
商
工
授
典
に
関
す
轟
会
、
地

域
協
同
組
合
の
役
立
の
構
想
な
ど
に
積

極
的
な
振
興
策
嘉
、
金
融
・
税
務

な
ど
表
彰
－

対
策
な
ど
に
き
め
こ
ま
か
い
配
磐
宗

し
て
き
ま
し
た
。

四
十
一
年
度
も
町
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
協
力
し
、
相
助
け
な
が
ら
商
店
街
の

再
編
成
を
図
る
と
い
う
他
動
的
な
前
向

き
の
基
本
姿
勢
に
よ
る
薗
巣
計
画
を
決

定
し
、
不
況
塵
庚
地
の
様
相
を
お
び
、

深
刻
な
課
題
の
多
い
現
段
階
を
の
り
き

ろ
う
と
い
う
意
気
を
み
せ
ま
し
た
。

優
良
従
糠
員
被
表
彰
者
氏
名

（
敬
称
略
）

町
長
表
彰
者

尾
畑
　
米
子
　
西
久
保
マ
サ
エ

県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
者

藤
田
美
代
子

大
野
妻
子

三
原
美
佐
子

鶴
崎
久
美
子

自
橋
貴
美
枝

案
西
千
恵
子

山
口
バ
ツ
子

針
尾
千
代
野

石
松
九
州
男

富
ノ
園
岩
男

村
松
美
智
子

長
尾
み
さ
子

峯
川
加
代
子

原
田
志
朗
千

田
鋤
康
正
一

魚
脇
テ
ル
子

江
藤
富
士
昭

田
畑
千
代
香

佐
藤
さ
よ
子

森
山
モ
モ
エ

坂
川
カ
ズ
子

山
田
バ
ツ
エ

木
村
と
し
子

童
語

根
　
フ
ヰ
ヱ

望遠篇落葉富豪薯弄象言語竿蔦吾曽富荷票存吾護竃出義

満過真筆章票霊芝雷撃霞李異学理学毒草告贅琵軍学繹享

種
目

第
一
回
水
巻
町
青
年
卓
球
大
会
が
町

青
年
団
体
協
醜
会
主
催
、
町
教
育
委
員

会
縫
淫
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
五
月
二
十
九
日
（
日

曙
）
九
時
拭
金
開
始

場
・
所
　
水
車
甲
学
校
体
育
館

拭
含
方
法

団
体
戦
　
地
区
ご
と
に
五
人
編

成
と
し
、
一
人
以
上
女
子
を
含
む

こ
と
。
（
一
地
区
か
ら
何
チ
ー
ム

で
も
可
）

個
人
戦
∴
般
の
部
（
高
校
生

球

大

会

地
区
対
抗
・
個
人
戦

れ
ぞ
れ
男
女
別
と
す
る
。

参
加
資
格
　
町
内
居
住
者

申
込
方
法
　
五
月
二
十
五
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務
局
（
電
⑳
〇

四
〇
三
番
）
え
申
し
込
む
こ
と
。

参
加
料
五
十
円

薬
局
に
あ
る

毒
へ
び
の
ワ
ク
チ
ン

毒
へ
び
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
い
ま
ま
で

保
健
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四

月
か
ら
薬
局
で
販
売
を
し
て
お
り
、
水

巻
町
で
は
「
頃
末
か
め
や
薬
局
」
で
取

道
を
き
れ
い
に

春
の
道
路
愛
護
運
動
が
、
こ
と
し
も

五
月
十
八
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
も
す
で
に
三
十
七
日
を
む

か
え
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
特
に
遣
づ

く
り
の
作
業
で
は
な
く
、
道
路
を
菖
れ

い
に
す
る
運
動
に
重
点
が
お
か
れ
て
い

ま
す
。通

路
の
瀾
柵
や
街
路
樹
の
手
入
れ
、

道
路
上
に
交
通
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
よ
う

な
も
の
を
薩
か
な
い
こ
と
な
ど
を
、
各

地
域
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。家

の
前
の
小
道
か
ら
大
き
な
道
ま

を
含
む
）
中
学
生
の
郎
と
し
、
そ
扱
っ
て
い
ま
す
。

加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

‥
一
‥
．
‥
小
．
・
…
山
．
Ｌ
ｒ
′
一
・
に
一
‥
短

□
つ
ゆ
へ
の
心
が
ま
え

五
月
も
下
旬
ご
ろ
か
ら
は
雨
が
多
く

な
り
、
時
に
は
つ
ゆ
の
は
し
り
の
よ
う

な
天
候
が
つ
づ
く
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
六
月
の
上
旬
に
は
本
格
的
な
梅
雨

が
や
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
わ
が
家
の
不
備
な
と
こ
ろ
を

よ
く
調
べ
、
雨
も
り
な
ど
の
な
い
よ
う

に
修
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
囲
の
水
は
け
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
雨
が
床
下
な
ど
に
流
れ
こ
む

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。蚊

や
ハ
エ
の
発
生
予
防
も
、
五
月
上

旬
の
い
ま
が
い
ち
ば
ん
効
果
的
な
と
き

で
す
。
ご
み
箱
や
下
水
な
ど
に
は
粉
虫

刺
と
消
寺
剤
を
ま
ぜ
て
散
布
す
る
必
要

か
あ
り
虻
す
。
殺
虫
剤
を
い
く
ら
散
布

し
て
も
消
毒
剤
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま

せ
ん
し
、
消
毒
剤
だ
け
で
殺
虫
剤
の
代

わ
り
を
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

口
い
ち
ご
酒

い
ち
ご
の
目
方
と
同
量
の
砂
糖
を

い
っ
し
ょ
に
、
三
十
五
度
の
し
ょ
う

ち
ゅ
う
に
つ
け
ま
す
。
た
と
え
ば
、

㌻
八
リ
ッ
ト
ル
の
し
ょ
う
ち
ゅ
う
に

は
、
い
ち
ご
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
砂
糖
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

い
ち
ご
は
空
気
に
ふ
れ
る
と
す
ぐ
腐

り
ま
す
か
ら
、
密
封
し
て
一
日
一
回
、

．
1
，
，
．
1
1
ｉ
Ｌ
’
ｌ
－
，
．
．
1
－
，
．
1
°
ｌ
ｔ
ヽ
1
．
1
7
・
ヽ
ノ
，
Ｊ
，
ヽ
′
、
．
1
1
′
，
．
ｔ
’
，
’
．
＼
1
．
1
／
．
′
°
．
√
．
，
’
Ｌ
ｔ
ｒ
▼
，
．
，
．
’
，
っ
．
．
／
，

去

月

の

く

ら

し

．
，
∫
1
．
．
．
，
．
一
ｌ
、
．
，
．
，
＿
▼
．
．
・
．
，
．
・
．
ヽ
′
，
．
√
ｔ
ｒ
．
．
・
＿
．
▲
7
，
．
′
・
、
．
一
．
．
1
ｔ
・
．
・
Ｌ
．
．
．
．
一
’
，
．
．
1
ｔ
・
．
．
・
＿
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，
．
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，
．
．
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・
ｔ
．
，
、

や
お
屋
の
店
敦
に
み
ず
み
ず
し
い

青
野
某
や
い
ち
ご
、
夏
み
か
ん
、
び
わ

な
ど
が
並
び
ま
す
。
青
野
業
や
く
だ
も

の
は
ビ
タ
ミ
ン
類
の
補
給
源
で
あ
り
、

美
と
健
康
の
源
泉
で
す
。

さ
て
い
ち
ご
が
安
い
と
き
に
い
ち
ご

酒
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
く
揺
り
動
か
し
ま
す
。
一
週
間
ぐ
ら

い
で
深
江
の
美
し
い
い
ち
ご
酒
が
で
き

上
り
鼓
す
。
こ
れ
を
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
こ

し
ま
す
。
域
っ
た
い
ち
ご
は
、
．
ジ
ャ
ム

代
り
に
パ
ン
に
つ
け
て
食
べ
る
と
お
い

し
い
も
の
で
す
。

□
水
の
事
故

菜
の
花
も
盛
り
に
な
り
、
戸
外
で
少

し
遊
ぶ
と
汗
ば
む
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
1
て
く
る

に
つ
れ
、
こ
ど
も
の
小
川
・
た
め
池
な

ど
で
の
水
遊
び
が
多
く
な
り
ま
す
。
．

水
遊
び
は
こ
ど
も
に
と
り
心
を
引
き

つ
け
ら
れ
る
楽
し
い
遊
び
の
ひ
と
つ
で

す
。
水
の
恐
し
き
な
ど
、
親
か
何
度
い

い
聞
か
せ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
・

し
か
し
、
て
ど
も
の
水
の
犠
牲
ほ
ど

い
た
ま
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

と
し
も
す
で
に
、
か
わ
い
い
命
が
い
く

つ
も
水
に
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

．
み
ん
な
で
十
分
気
を
つ
け
て
、
こ
ど

も
を
水
の
事
故
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ

ヽ
一
〇

′
Ｖ

国
民
年
金
制
度
は
昭
和
望
土
ハ
年
か

ら
全
面
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
畠
で

約
二
千
万
人
に
連
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
わ
が
国
切
公
的
辱
金
制
度
の
う
ち

で
は
最
も
大
畠
な
制
度
と
な
っ
ｌ
て
い
ま

す
。し

か
し
二
方
で
は
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
で
あ
り
な
が
ら
、
加
入

手
織
を
怠
っ
て
、
加
入
も
れ
と
な
っ
て

い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、

各
種
の
共
済
組
合
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
被

用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
お

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
を
募
箆

県
で
は
、
河
川
愛
護
月
間
の
行
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
河
川
愛
護
の

思
想
を
普
及
し
よ
う
と
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
　
小
学
生
　
内
容
　
河
川
愛
護
に
関
係
が
あ
る
も
の

し
め
切
り
　
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
北
九
州
土
木
事
務
所
へ

．

よ
び
そ
の
配
偶
者
、
被
用
者
年
金
制
度

か
ち
年
金
給
付
を
受
け
る
資
格
の
あ
る

人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
、
学
生
を
除

く
、
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
日
本

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
日
本
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
二
十
才
に
な
っ
た
と
き

と
か
、
墓
前
度
の
加
入
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
日
か
ら
、
十
四

日
以
内
に
加
入
の
届
出
を
Ｔ
ｌ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

手
腕
は
役
場
に
届
出
る
だ
け
で
す
み

ま
す
。
（
印
鑑
が
必
要
）

国
民
年
金
の
必
要
性
は
、
当
然
将
来

の
給
付
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
よ
う
に
交
通
事
故
の
多
い
と

き
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
事
故
に

あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
∵

負
傷
や
疾
病
の
た
め
に
働
け
な
く

な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年

金
、
死
亡
を
原
因
と
し
て
支
給
さ
れ
る

母
子
年
金
・
遺
児
年
金
な
ど
は
、
必
ず

し
も
遭
い
将
来
に
必
要
な
給
付
と
ば
か

り
い
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
も
れ
の
か
た
は
一

日
も
早
く
加
入
さ
れ
、
老
後
に
備
え
、

事
故
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

働
く
年
少
者

生
活
文
募
集

働
く
年
少
者
の
生
清
文
藁
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
働
く
年
少
者
の
保
護
と
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
労
働
省
が
行
な
う

も
の
で
、
作
文
の
内
容
は
自
己
の
働
く

生
棒
の
実
情
、
働
く
生
清
の
体
験
を
通

し
て
の
感
想
・
考
え
な
ど
裏
表
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

春の道路愛諺運動

で
、
我
が
家
の
庭
と

思
っ
て
、
み
ん
な
で
き

れ
い
に
し
て

！
．
1
　
く
だ
さ
い
。

5月18日ヤ24日

樹木も大切に

龍
　
名

枚
　
数

資
　
格

し
め
切

送
り
先

自
由
　
ｌ

四
百
字
枯
原
稿
用
紙
六
枚

以
内
。
．

昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日

以
降
に
生
ま
れ
た
働
く
人

六
月
十
日

福
間
市
長
浜
蒼
間
婦
人
少

年
轟
。

「たばこ」は町内で買いましょう
「たばこ」からの税金ね大切な町の収入です

「たばこ」を買うときは町内で‥
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